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富
田
鐵
之
助
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に

仙
台
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）、
藩
命
に
よ
り
江
戸
で
西
洋
砲
術
を

学
び
、
帰
藩
後
に
藩
の
西
洋
砲
術
の
先
生
に
な
り

ま
し
た
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
再
度
、
藩

の
命
で
江
戸
に
上
り
、
幕
府
の
海
軍
奉
行
で
あ
っ

た
勝か

つ

安あ
わ
の
か
み

房
守
（
勝か
つ
か
い
し
ゅ
う

海
舟
）
の
私
塾
「
氷
ひ
ょ
う
か
い
じ
ゅ
く

解
塾
」
に

入
り
ま
す
。
そ
の
勝
の
推
薦
に
よ
り
、
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
は
、
米
国
に
留
学
し
、
主
と
し

て
経
済
学
を
学
び
ま
し
た
。
な
お
、
米
国
に
留
学

す
る
際
に
乗
船
し
た
米
国
船
コ
ロ
ラ
ド
号
に
は
、

後
の
第
二
〇
代
内
閣
総
理
大
臣
・
第
七
代
日
本
銀

行
総
裁
の
高
橋
是こ

れ
き
よ清

も
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

　

米
国
留
学
の
翌
年
、
明
治
維
新
を
迎
え
、
幕
府

か
ら
の
留
学
生
は
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
、

富
田
は
学
業
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま

ま
明
治
政
府
の
留
学
生
と
し
て
認
め
ら
れ
、
留
学

　「
日
本
銀
行
総
裁
」
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持

ち
で
し
ょ
う
か
？
　
こ
の
「
歴
代
日
本
銀
行
総
裁
小
史
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
歴
代
総
裁
の
生
涯
を
た
ど
り
つ
つ
、
総
裁
在
任
時
に
取

り
組
ん
だ
事
跡
や
当
時
の
日
本
銀
行
の
歴
史
な
ど
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
今
回
は
第
二
代
総
裁
の
富
田
鐵
之
助
で
す
。

第
二
代
総
裁 
富
田
鐵
之
助 

と
み
た 

て
つ
の
す
け

【総裁任期】
明治21年（1888）2月21日～明治22年（1889）9月3日

第
二
回
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を
続
け
ま
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
領
事
心
得
に
抜
擢
さ
れ
、
副
領
事

に
昇
格
し
た
後
、
在
英
国
公
使
館
一
等
書
記
官
を

務
め
、帰
国
。帰
国
後
は
大
蔵
省（
現
在
の
財
務
省
）

に
移
り
、
日
本
銀
行
創
立
の
事
務
を
担
当
し
ま
し

た
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
日
本
銀
行
設

立
と
と
も
に
、日
本
銀
行
副
総
裁
に
就
任
し
ま
す
。

初
代
総
裁
吉よ

し
は
ら原
重し
げ
と
し俊
と
と
も
に
、
大
阪
支
店
の
設

置
や
不
換
紙
幣
（
注
１
）
の
整
理
、兌だ

換か
ん

銀
行
券
（
注

２
）
の
発
行
な
ど
重
要
案
件
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

初
代
の
吉
原
総
裁
逝
去
後
の
明
治
二
十
一
年

（
一
八
八
八
）、
第
二
代
総
裁
に
就
任
し
ま
す
。
総

裁
就
任
後
も
副
総
裁
時
代
か
ら
の
懸
案
事
項
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
従
前
大
蔵
大
臣
か
ら

要
請
さ
れ
て
い
た
、
外
国
為
替
専
門
銀
行
で
あ
る

横
浜
正し

ょ
う
き
ん金
銀
行
へ
の
低
利
融
資
枠
の
大
幅
拡
大

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
拒
否
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
辞
任
し
ま
す
。
総
裁
在
任
期
間
は
一

年
半
と
短
い
も
の
で
し
た
が
、
副
総
裁
在
任
時
か

ら
通
算
七
年
に
わ
た
り
、
富
田
は
、
日
本
銀
行
の

創
業
期
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

総
裁
辞
任
後
の
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）、

帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ
た
際
に
は
、
貴
族
院
議
員

に
勅
撰
さ
れ
、
そ
の
職
を
二
五
年
に
わ
た
り
務
め

た
ほ
か
、
東
京
府
（
現
・
東
京
都
）
知
事
も
歴
任

し
ま
し
た
。経
済
界
に
お
い
て
は
、富
士
紡
績（
現
・

富
士
紡
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
や
横
浜
火
災
海
上

明治 22年（1889）発行のお札の左側には富田鐵之
助の筆跡で「日本銀行」と記されている。

横浜正金銀行は、国立銀行条例により明治 13 年
（1880）に設立された。写真は明治 37 年（1904）
に建てられた同行本店。現在、神奈川県立歴史博物
館として利用され、国の重要文化財・史跡に指定さ
れている。� （写真提供：神奈川県立歴史博物館）

富田の故郷宮城県仙台市にある東
華学校（宮城英学校が改称）の遺

い

址
し

碑
ひ

。富田のほか、新
にいじまじょう

島襄など学校
設立関係者の氏名が刻まれている。
� （写真提供：同志社東京校友会）

保
険
（
現
・
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
）

の
創
立
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
共
立
女
子
職

業
専
門
学
校
（
現
・
共
立
女
子
学
園
）
や
宮
城
英

学
校
（
後
に
東
華
学
校
と
改
称
〈
明
治
二
十
五
年

閉
校
〉）
の
設
立
に
関
わ
る
な
ど
、
人
材
の
育
成

に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
自
身
の
結
婚
に
際
し
て
、
日
本
で

初
め
て
と
い
わ
れ
る
夫
婦
契
約
証
を
取
り
交
わ

し
、
当
時
の
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

富
田
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月
、
満

八
〇
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。
同
年
五
月
、
故
郷
宮

城
県
仙
台
市
で
追
悼
会
が
催
さ
れ
、
政
官
財
界
人

を
は
じ
め
多
く
の
人
が
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

（
注�

１
）�

不
換
紙
幣
／
正
貨
（
金
貨
・
銀
貨
な
ど
）
と
引
き
換

え
る
保
証
の
な
い
紙
幣
。

（
注�

２
）
兌
換
銀
行
券
／
同
額
の
正
貨
と
引
き
換
え
る
こ
と
の

で
き
る
銀
行
券
。


